
表 3894　現在施行中のPD歴(年)　治療方法（新分類）別 （腹膜透析単独患者）

治療方法
（新分類）

1年未満 1年～ 2年～ 4年～ 6年～ 8年～ 10年～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

667 479 711 355 174 71 76 2,533 1,599 4,132 2.99 2.93

（％） (53.3) (50.5) (56.0) (55.5) (64.7) (70.3) (69.7) (55.2) (61.5) (57.5)
腹膜透析

（APD）
477 366 407 192 58 21 19 1,540 796 2,336 2.36 2.26

（％） (38.1) (38.6) (32.1) (30.0) (21.6) (20.8) (17.4) (33.6) (30.6) (32.5)
腹膜透析
（CCPD）

108 103 151 93 37 9 14 515 205 720 3.13 2.73

（％） (8.6) (10.9) (11.9) (14.5) (13.8) (8.9) (12.8) (11.2) (7.9) (10.0)
合計 1,252 948 1,269 640 269 101 109 4,588 2,600 7,188 2.80 2.72
（％） (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

記載なし

総計 1,252 948 1,269 640 269 101 109 4,588 2,600 7,188 2.80 2.72

数値下のかっこ内は列方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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